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昭
和
三
十
四
年
度
・
穿
迎
え
る

に
当
り
ま
し
て
、
施
政
の
方
針

を
申
上
げ
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
私
就
任
以
来
日
浅
く
充

分
な
研
究
の
余
地
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
、
意
を
毒
せ
ま
せ
ん

こ
と
を
ま
づ
も
っ
て
御
諒
承
い

た
だ
き
ま
す
。

さ
て
こ
こ
に
昭
和
三
十
四
年

醒
芦
輌
丸
燕
襄
醗
部
韮
轌
い
樺

こ
と
は
、
木
市
の
誕
生
以
来
非

常
に
大
き
い
建
設
事
業
の
累
績

で
あ
り
之
に
要
す
る
綜
費
も
鬼

大
に
し
て
、
一
般
財
源
に
乏
し

い
本
市
に
し
て
は
、
予
算
の
編

成
に
一
大
困
難
を
予
想
さ
れ
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
編
成
方
針
と
し
て
は
健
全

f蕊蕊灘雛
健
全
財
政
の
維
持
と

投
資
的
事
業
の
重
点
的
施
策

昭
和
三
十
四
年
度
施
政
方
針

謬泌
生

弥

γ

靴

坂

野

輔

謬

侭

縄

斡

畔

妬鍵
蕊謹蕊 高

萩
市
長
安

鍵
財
政
の
維
持
を
考
え
、
予
算
の

効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
に

は
、
経
常
的
絆
費
、
と
り
わ
け

消
費
的
経
費
の
節
約
を
行
い
、

併
せ
て
自
己
財
源
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
新
市

建
設
計
画
の
基
本
線
を
中
心
に

重
点
的
投
資
を
行
い
行
政
水
準

の
維
持
向
上
を
計
る
こ
と
に
努

力
し
た
次
才
で
》
こ
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
投
管
的
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
は
左
の
如
き

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
を

重
点
的
に
施
策
実
行
い
た
す
所

存
で
あ
り
ま
す
。

一
、
東
小
学
校
の
才
三
期
校
舎

建
築
工
事
費

一
、
九
九
三
万
円

二
、
秋
山
小
学
校
の
老
朽
危
険

校
舍
増
改
築

識
蝉
事
業
工
事
費

一
、
八
二
八
万
円

三
、
国
鐵
立
休
交

溌
職
会
叉
工
事
費

溌
識
査
七
○
三
万
円

仙
織
識
岬
》
鍔
四
、
新
農
村
建
設

計
画
事
業
費

即
騨
罧
籾
稗
桝
撚
柵
Ⅷ
冊
〕

帥

小

叫

則

計

可

副

叩

・

Ｏ

Ｌ

二

一

》
蝿
鱗
鱗
〈
云

二
○
二
万
円

繍
瀞
員

蕊
灘
委
五
、
道
路
災
害
復

蕊
驚
挫
の
旧
栗
業
費

蕊
認
算

一
九
六
万
円

蕊
慧
￥
予

六
、
氷
路
頭
首
工

改
修
事
業
費

三
三
一
万
円

》
辮
岬
七
、
市
営
住
宅
建

I付

篤

築
工
事
費

八
一
四
万
円

八
、
道
路
橋
梁
工
事
費

五
三
○
万
円

九
、
農
道
改
修
事
業
没五

○
万
円

一
○
、
消
防
施
設
整
術
費

三
四
○
万
円

一
『
失
業
対
策
事
業
費

一
、
九
○
二
万
円

一
二
、
士
地
改
良
区
へ
の
助
成

九
○
万
円

計
八
、
九
七
九
万
円

右
の
他
緤
常
的
経
費
中
消
費

的
經
費
の
増
加
し
た
も
の
に
給

与
費
の
自
然
増
一
七
五
万
余
円

生
活
保
護
費
に
於
て
は
保
護
基

準
額
改
訂
に
よ
り
四
四
七
万
円

等
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
才
出
の
合
計
額
は
二
二

五
、
七
六
二
、
八
七
○
円
を
数

え
、
前
年
度
に
比
し
三
、
二
八

一
、
六
五
○
円
の
増
と
な
っ
た

至
才
で
》
こ
ざ
い
ま
す
。

一
方
才
入
に
お
き
ま
し
て
は

前
年
度
よ
り
増
加
し
た
も
の
は

市
税
の
八
二
九
万
円
、
公
企
業

及
び
財
産
收
入
の
一
、
一
五
九

万
円
が
主
な
も
の
で
お
り
、
又

減
額
し
た
も
の
は
地
方
交
付
税

の
二
三
四
万
円
国
庫
支
出
金
の

一
三
○
万
円
市
債
の
一
、
七
○

○
万
円
が
主
な
も
の
で
あ
り

ま
す
が
才
入
の
確
保
に
つ
い
て

は
鋭
意
努
力
を
払
い
才
入
才
出

の
〒
ハ
ラ
ン
ス
の
維
持
を
計
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

間
、
本
年
新
た
に
国
民
他
康

保
険
の
実
施
と
、
と
畜
場
の
経

費
を
特
別
会
計
に
切
離
し
た
の

で
都
市
計
画
事
業
と
併
せ
て
三

特
別
会
計
の
予
算
を
編
成
し
た

次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
即
ち
都

市
計
画
事
業
に
お
い
て
一
、
八

九
五
、
六
○
○
円
国
民
健
康
保

険
事
業
に
お
い
て
一
七
、
五
三

一
、
二
○
○
円
、
と
畜
場
に
お

い
て
五
二
四
、
一
六
○
円
合

計
一
九
、
九
五
○
、
九
六
○
円

と
相
成
る
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
考
え
ま
す
と
本
年
度
予

算
は
時
代
の
推
運
に
伴
い
市
の

行
政
的
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

の
投
資
的
事
業
は
数
多
く
あ
る

こ
と
は
い
な
め
な
い
事
実
で
あ

り
ま
す
が
、
一
般
財
源
に
乏
し

い
本
市
と
し
ま
し
て
は
す
こ
ぶ

る
困
難
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
予
算
執
行
に
当
り

昭
和
三
十
四
年
オ
一
回
高
萩

市
議
会
定
例
会
は
去
る
三
月
十

二
日
に
招
集
同
月
十
九
日
ま
で

八
日
間
の
会
期
で
高
萩
市
議
会

議
場
で
開
催
さ
れ
た
。
本
議
会

は
新
市
長
就
任
は
じ
め
て
の
予

算
市
会
で
あ
っ
て
、
新
市
建
設

計
画
に
よ
る
幾
多
の
重
点
事
業

を
遂
行
し
な
が
ら
健
全
財
政
を

維
持
せ
ん
と
け
る
市
長
の
施
政

方
針
に
基
い
て
、
總
額
二
二

五
、
七
六
二
、
八
七
六
円
に
の

ぼ
る
予
算
に
つ
い
て
長
期
間
に

わ
た
り
審
議
し
た
。
問
そ
の
他

昭
和
三
十
二
年
度
才
入
才
出
決

算
並
び
に
昭
和
三
十
三
年
度
追

加
更
正
予
算
な
ど
二
十
九
案
件

に
つ
い
て
慎
重
適
切
な
る
審
議

を
行
い
全
案
い
づ
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
し
た
。

ｌ
‐
記
ｌ

報
告
才
二
号
昭
和
三
十
二
年

市
三
繊
蕾
瀧
辮
鐘
瀧
ゞ

りよだ今云

ま
し
て
は
向
洋
炭
曠
の
閉
山
と

新
会
社
の
設
立
、
国
民
健
康
保

険
の
実
施
、
小
学
校
の
統
合
関

係
等
を
充
分
に
考
え
、
市
吏
員

の
協
力
一
致
態
勢
の
下
に
市
民

に
対
す
る
全
体
の
よ
き
奉
仕
を

な
し
行
政
的
の
効
果
を
あ
げ
明

朗
に
栄
え
ゆ
く
市
政
の
運
螢
を

い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
れ
ば
、
筒
一
層
の
御
支
援
と

御
協
力
を
ひ
た
す
ら
お
願
い
申

上
げ
る
次
才
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
簡
単
で
あ
り
ま
す
が
施

政
の
大
綱
を
申
し
上
げ
ま
し
て

私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

度
高
萩
市
才
入
才
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

（
才
入
）

当
初
予
算
額

一
八
四
、
八
三
一
、
一
三
○
円

追
加
更
正
予
算
額

二
三
、
六
八
八
、
五
○
一
円

繰
越
充
当
額

六
、
○
○
○
、
○
○
○
円

予
算
現
額

一
二
四
、
五
一
九
’
六
一
一
二
円

調
定
額

二
二
○
、
三
六
九
、
三
八
四
円

に
対
し
て

收
入
済
額

二
○
三
、
○
六
九
、
○
四
○
円

不
納
欠
損
額

一
、
○
○
一
、
七
八
一
円

收
入
未
済
額

一
一
、
四
五
○
、
五
九
一
円

予
算
現
額
に
比
し

一
胃
四
五
○
、
五
九
一
円
の

－193－
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減
と
な
っ
た
。

（
才
出
）

当
初
予
算
額

一
八
四
、
八
三
一
、
一
三
○

追
加
更
正
予
算
額

二
三
、
為
八
八
、
五
○
一

前
年
度
繰
越
額

六
、
○
○
○
、
○
○
○

予
算
現
額

一
二
四
、
五
一
九
、
六
三
一

に
対
し
て

支
出
済
額

二
○
二
、
九
九
七
、
六
六
七

で
支
出
不
足
額
は
一
で
五
二

一
、
九
六
四
円
と
な
っ
た
。

報
告
才
三
号
昭
和
三
十
二
年

度
高
萩
市
都
市
計
画
事
業
才

入
才
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

（
才
入
）

予
算
現
額一、

四
六
六
、
六
七
五

調
定
額

九
四
六
、
四
六
七

に
対
し
て

收
入
潜
額

九
四
六
、
四
六
七

予
算
現
柵
に
比
し
五
二
○
、
二

○
八
円
の
減
と
な
っ
た
。

（
才
出
）

予
算
珊
額一、

四
六
六
、
六
七
五

に
対
し
て

支
出
済
額

八
三
八
、
○
三
九

で
支
出
不
川
額
は
六
二
八
、
六

三
六
円
と
な
っ
た
。

報
告
才
七
弓
附
和
三
十
三
年

度
定
期
監
査
報
告
に
つ
い
て

高
萩
市
監
査
委
員
提
出
に
よ

る
昭
和
三
十
三
年
度
定
期
事

務
監
査
の
報
告
事
項
で
あ
る

議
案
オ
五
号
昭
和
三
十
四
年

度
高
萩
而
才
入
才
出
予
算
に

つ
い
て
（
別
項
掲
載
）

議
案
オ
六
号
昭
和
三
十
四
年

度
高
萩
市
都
市
計
画
事
業
特

別
会
計
才
入
才
出
予
算
に
つ

い
て
（
別
項
掲
載
）

議
案
才
七
号
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
設
定
に
つ
い

て

国
民
健
康
保
険
事
業
実
施

に
伴
い
そ
の
事
業
運
営
に
係

る
經
費
を
特
別
会
計
と
し
て

取
扱
う
た
め
の
議
決
事
項
で

あ
る
。

議
案
才
八
号
と
畜
場
特
別
会

計
設
定
に
つ
い
て

従
来
は
一
般
会
計
で
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
法
の
示

す
と
こ
ろ
に
よ
り
之
を
切
離

し
て
特
別
会
計
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

議
案
オ
九
号
昭
和
三
十
四
年

度
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
才
入
才
出
予
算

に
つ
い
て
（
別
項
掲
載
）

議
案
才
一
○
号
昭
三
十
四
年

度
高
萩
市
と
畜
場
特
別
会
計

才
入
才
出
予
算
に
つ
い
て

（
別
項
掲
載
）

議
案
才
一
一
号
高
萩
市
国
民

健
康
保
険
条
例
制
定
に
つ
い

て

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日

よ
り
施
行
す
る
国
民
健
康
保

険
事
業
運
営
に
必
要
な
る
条

例
を
新
設
す
る
も
の
で
あ
る

議
案
オ
ニ
一
号
高
萩
市
国
民

健
康
保
険
条
例
制
定
に
つ
い

て

国
保
実
施
に
よ
る
保
険
税

の
賦
課
徴
收
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
オ
一
三
号
高
恢
市
議
会

の
議
員
の
報
酬
及
び
譜
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

‘
本
件
は
議
員
の
報
酬
改
訂

に
よ
る
例
条
の
一
部
改
正
事

項
で
あ
る
ｃ

議
案
才
一
四
号
高
萩
市
特
別

賑
の
転
員
孝

非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て本

件
は
非
常
勤
の
特
別
転

の
転
員
中
教
育
委
員
ほ
か
一

部
の
報
酬
の
改
訂
を
行
う
た

め
の
条
例
の
改
正
事
項
で
あ

る
。

議
案
才
一
五
号
一
時
借
入
金

議
決
に
つ
い
て

議
案
才
一
六
号
一
時
借
入
金

議
決
に
つ
い
て

い
づ
れ
も
一
般
会
計
及
び

国
保
事
業
特
別
会
計
予
算
内

支
出
の
た
め
一
時
借
入
を
行

う
事
件
決
議
で
あ
る
。

議
案
オ
一
七
号
東
小
学
校
新

築
事
業
費
起
債
に
つ
い
て

議
案
才
一
八
号
秋
山
小
学
校

老
朽
危
険
校
舍
増
改
築
事
業

費
起
債
に
つ
い
て

議
案
才
一
九
号
市
営
住
宅
建

設
事
業
費
起
債
に
つ
い
て

議
案
才
二
○
号
都
市
計
画
事

業
費
起
債
に
つ
い
て

い
づ
れ
も
昭
和
三
十
四
年

計
画
の
建
設
事
業
に
充
当
す

る
た
め
起
債
す
る
事
件
決
議

で
あ
る

議
案
才
二
一
号
市
有
地
処
分

に
つ
い
て

市
有
地
（
山
林
、
原
野
、

畑
）
三
二
筆
合
計
六
町
七
反

七
畝
五
歩
の
不
用
地
を
処
分

昭和3塁年度高萩市才入才出予算一賀喪

一 般 会 計
一

才 入

’ 前年度比ilK
予節額△I

69．3C9gOO821

27836000△2，3

酌記

０
０
Ｏ

産
額
印

ｍ

ね

年
真
鋤

皿

師

本
予
刀
函
旧

％
｜
甥
一
唯

０

０

減
減
卯
叩

墹
ｔ
－
ｌ
６

陵
心

款
一
１
’

２

３

科 目

市 テド)i

地方交付環

公営作業及

亟河童底7(
4.2078801 11 ,593840 フハ

イ.し

｜
叫
一
順

分担金及び
負担金

４ 982.9001 844.8001 138．100

す
る
議
決
で
あ
る
。

議
案
オ
ニ
ニ
号
建
物
買
入
に

つ
い
て

旧
、
多
賀
郡
町
村
会
館
を

本
年
度
に
お
い
て
市
有
財
産

と
し
て
取
得
す
る
た
め
の
購

入
議
決
事
項
で
あ
る
。

議
案
才
二
三
号
自
動
車
購
入

に
つ
い
て

一
般
事
務
連
絡
用
自
動
車

と
消
防
自
動
車
を
そ
れ
人
、

一
輌
宛
雌
入
す
る
事
件
決
議

で
あ
る

議
案
才
二
四
号
国
有
地
借
地

に
つ
い
て

大
字
高
戸
新
立
（
磯
馴
橋

山
林
）
地
内
国
有
地
を
市
立

公
園
設
置
の
た
め
向
５
五
ケ

年
間
借
用
す
る
事
件
決
議
で

あ
る
。

議
案
才
二
五
号
市
道
路
、
水

路
の
公
用
廃
止
に
つ
い
て

大
字
島
名
地
内
及
び
安
良

川
地
内
の
市
道
、
水
路
を
公

衆
の
利
用
に
支
障
が
な
い
理

由
で
廃
止
す
る
た
め
の
事
件

決
議
で
あ
る
。

議
案
才
二
六
号
高
萩
市
固
定

，學噌及農 3
6屋庫支出金64.
7 県支出金 5．

8寄耐金
一= ~ ー-.． 『－

9篠趣金

10 雑收入 2
11 1市 俵 28

才入合,汁 225．
一一- ＝一ｺ 』一

才

我畷匿
一一川一伯

352．6101 3 94.,0101 163600
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郵
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弛
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Ｆ

Ｏ

へ
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．
５

８
２
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，
０

０
５

３

２

牛
ｌ
Ｌ
ｎ
Ⅲ
〕

（
Ⅱ
〕
〔
式
〕

率
一
顕

０
０

（
０
７

３
９

２
０

１

０

４

１

５
３

鞭一議

－８－９

款

１

一
山
一
町
一

一
御

岬

一

ク
ー
０

－
３
｜
坐
一

函

Ｏ

Ｏ

ｍ

沁

叩

一
５
一
幅

1.004.7601 1.968.77ql3
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， 522250 2．4

４１

木犀

予算

０

度
額
印

軍
草
訓

前イF度

予算額
’

寳
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

高
萩
市
大
字
赤
浜
三
八
番
地

鈴
木
勝
正

明
治
三
十
七
年
五
月
川
一
日
生

高
萩
市
本
町
四
丁
目
三
五
番
地

石
川
信
吉

明
治
四
十
三
年
一
月
二
日
生

高
萩
市
大
字
横
川
四
六
二
番
地

豊
田
清
明

明
治
四
十
五
年
四
月
五
日
生

議
案
才
二
七
号
公
平
委
員
選

任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

高
萩
市
大
字
上
手
細
三
、
四
○

三
番
地

神
代
虎
五
郎

明
治
二
十
九
年
二
月
二
十
二
日

生高
萩
市
大
字
秋
山
二
、
○
一
八

番
地

大
部
新
一
郎

明
治
四
十
五
年
六
月
二
十
五
日

生高
萩
市
本
町
一
丁
目
二
七
番
地

有
賀
忠
次
郎

明
治
三
十
三
年
五
月
廿
二
日
生

； 雷 56218 3796730

56.076790

---一一一

-4里4-54Q

I
D

雷 295712
フハハ
ノ牛1J

且撞一瞳一薑 549QZ9p

０
０
－
０

〔
。

”
一
団

９唖
一
錘
一
吋

４０

旧

ｍ

Ｏ

３

”

岼
一
弱７

唖
一
邪

ｍ

ｏ

０

０

鉈

岬

睡

Ｂ

２

５

幻

副

鈴

豊
蕊
ぴ
雷

云

坐
》
岬

４

５

６

轄

罐

路

》

’
７

８

2．489．150 加
一
獅

釦
一
昭

２
｜
卵

０
瓠
１
０

恐

珂

兵
Ｊ
－
１

、
二
貝
〕

○二

ｎｏ

議
案
オ
ニ
八
号
昭
和
三
十
三

年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追
加

更
正
予
算
に
つ
い
て

前
回
ま
で
の
累
計
額

二
三
一
、
四
四
五
、
七
二
四

追
加
更
正
額

一
、
二
二
五
、
四
五
九

予
算
現
計
額

二
三
二
、
六
七
一
、
一
八
三

議
案
オ
ニ
九
号
一
時
借
入
金

議
決
変
更
つ
い
て

昭
和
三
十
三
年
年
度
当
初

に
議
決
し
た
一
時
借
入
金
の

償
還
期
日
三
月
三
十
一
日
限

り
で
あ
っ
た
の
を
出
納
閉
鎖

期
日
の
五
月
三
十
一
日
限
り

に
改
め
る
事
件
議
決
で
あ
る

議
案
オ
三
○
号
市
立
公
園
指

定
に
つ
い
て

さ
き
に
公
園
敷
地
と
し
て

借
用
し
た
分
も
含
め
大
字
高

戸
新
立
附
近
一
帯
約
一
万
五

千
坪
を
高
萩
市
公
園
に
垢
定

す
る
た
め
の
事
件
決
議
事
項

宿
あ
る
。m1編請菫－170"9 'I函亙~洞”

ｎ
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昭和34年度予算
投費的経費

消費的経費

75.617.500

33％

150｡145.370

67粥

昭和34年度当初予算会計別一礎

年

算

玉
子

獅
鯛

一
Ⅱ
戸
ァ

吟
旧
暦
ｕ
－

比 較岐

額

l肱

額

△
君

７
ト
ー

三
口

股

全
一 別

計

増 減

０
０
０
０
０

５
５
０
（
○
・

媚

四

屹

一

卿

両

８

７

（

．

ワ

』

ワ

ー

ワ

』

５

Ｒ

）

１

．

３
｜
Ｔ
ｌ
｜
旧

225.762,870222.481.220

都市計画費

国民睡康保険費

と畜場費

計

０－５一率ワ｜帽一０叩一

ｍ

２

５
１

９
３

８
５

１
７

１
７１特

別
会
計

－－０
０

６
６

副
一
弘

５
－
９

’
９

’
１ 1．823450

計 245.713830224.304670
1

口L二 二二T＝オー一■■…一一

合 21．409． 160

都市計画事業特別会計 国民健康保険事業特別会計

歳 入 歳 出歳 入

科 目科 目 ｜ 予算額 ’ 科 目 予算額

9004.500

科 目 予算額

公管企業及び
財産收入

国民健康保険税 役 所 費 2.440.100
Ｊ
川
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｐ
可
ｈ
Ｉ
ｄ
■
１
国
■
日
■
ｎ
Ｈ
Ｐ
Ｒ
可
１
１
凸
日
■
■
、
日
日
日
日
同
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ⅲ
皿
Ⅱ
日
凹
日
Ⅱ
Ⅱ
■
山
Ｉ
１
Ｈ
０
Ｈ
Ⅱ
■
日
日
Ｈ
Ｉ
Ｌ
■
■
■
Ⅱ
Ｈ
０
ｒ
１
７
６
Ｌ
跨
叱
ｑ
Ｊ
Ｇ

’
一部負担金 400000 保険給付･額

保峨施設雷

13.702600繰 越 金 100，000

蹄墓び鋪’
55000 280000雑 收 入

国庫支出金

繰 入 金

5570.100公 依 116000賛100000

諸支出金

予 備 蛮

０
０

０
０

０
６

０
１

０５２ 723.700

雑 收 60000

|‐
’ 三F

111 RI- | 17.531200
〈
刺1．8956” 合 17.531 -00合 1895600

I

計 一
脚百’

｜
歳 出

科 ドl i ･予算紬
一 4

＊琶場L萱|""|
計 524.1601．△

ロ’
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｊ
ｕ
ｑ
ｌ
ｑ

Ｏ
（
０
６

額
叫
”
“

入
悶
幅
一
露

歳

科 目

使用料及手数料

と畜場特別会計

繰 入 金

合 【1 h

－195－

歳 出

605.200

｜ ‘鴎患”側 最 費

事 務 費

道路橋梁費’ 703.750

予算額

水 路 徴
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自
作
農
維
持
創
設
資
金
制
度
に
つ
い
て

一
、
自
作
農
維
持
創
設
資
金
制
他
人
の
自
作
地
を
買
収
つ
で

度
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
。
経
管
の
拡
張
を
し
よ
う
と
す

農
家
に
と
っ
て
、
經
當
の
基
る
と
き
に
借
受
け
ろ
資
金

礎
で
あ
る
農
地
を
所
有
し
て
い
②
小
作
地
取
得
資
金
と
い
っ
て

る
こ
と
は
、
經
営
安
定
の
要
件
地
主
か
ら
小
作
し
て
い
た
士

で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
地
を
買
収
っ
て
自
作
地
に
し

自
作
地
面
積
が
零
細
で
あ
る
た
よ
う
と
す
る
と
き
に
借
受
け

め
経
管
の
不
安
定
な
農
家
が
き
ろ
資
金

わ
め
て
多
く
病
気
”
災
害
、
相
③
相
続
資
金
と
い
っ
て
，
相
続

続
な
ど
に
よ
る
思
わ
ぬ
出
費
が
に
よ
っ
て
農
地
が
分
割
さ
れ

原
因
で
転
落
す
る
農
家
が
年
々
郷
管
が
零
細
化
す
る
の
を
防

増
加
し
て
い
る
現
状
で
す
。
ぐ
目
的
で
共
同
相
続
人
の
持

そ
こ
で
農
家
の
群
営
の
安
定
を
分
を
買
取
っ
た
り
、
相
続
の

図
る
た
め
、
自
作
地
を
維
持
し
放
棄
を
し
て
貰
う
た
め
に
支

た
り
、
小
作
地
を
買
取
っ
た
り
排
５
の
に
借
受
け
る
資
金

相
続
に
よ
る
自
作
地
の
零
細
化
④
疾
病
資
金
と
い
っ
て
病
気
や

を
防
い
だ
り
、
農
地
を
取
得
し
怪
我
な
ど
か
原
因
で
ま
と
ま

た
り
す
る
の
に
必
要
な
寳
金
を
つ
た
金
の
必
要
が
お
こ
り
、

長
期
間
低
い
利
子
（
年
五
分
）
農
地
券
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら

で
貸
付
け
ろ
制
度
で
す
。
な
い
農
家
が
そ
の
金
を
支
挑

一
、
ど
ん
な
種
類
の
資
金
か
貸
っ
て
經
済
危
機
か
ら
た
ち
あ

付
け
ら
れ
る
か
が
ろ
う
と
す
る
と
き
に
借
受

①
自
作
地
取
得
寳
金
と
い
っ
て
け
る
資
金

家
族
人
員
な
ど
に
比
べ
て
經
⑤
災
害
資
金
と
い
っ
て
、
風
水

當
が
小
さ
く
、
農
地
面
積
を
害
に
よ
る
農
地
の
流
失
、
埋

増
や
さ
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
没
、
火
災
な
ど
の
原
因
に
よ

も
や
つ
て
ゆ
け
な
い
農
家
が
る
災
言
を
一
」
５
も
っ
た
た
め

農
家
の
皆
さ
ん
へ
／

l

ト

本月の納税は

固定資産税

オ1期てす
4月30日までにお納め下さい

課税標準額は前年と同じです下
記の地区へは係員が出張いたし

ますからご利用下さい

旧上君田出張所

‘月3．日{禦轤翼
下手綱公民館

‘月3.日{轍W蕊：

｜

’

◎
慶
祝
提
灯
行
列

皇
太
子
御
成
婚
の
躍
祝
行
事

が
各
地
で
惑
大
に
実
施
さ
れ
ま

す
が
当
市
も
提
灯
行
列
を
実
施

し
て
慶
祝
の
意
を
表
し
た
い
と

存
じ
ま
す
か
ら
市
民
各
位
の
御

協
力
を
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。

一
、
日
時
四
月
十
日
午
後
七
時

一
、
集
合
場
所
中
央
児
童
公
園

◎
記
念
林
造
を

国
士
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、

御
慶
事
を
お
祝
い
し
て
全
国
的

に
記
念
柄
樹
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
に
な
り
茨
し
た
。

本
県
で
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
次

に
よ
り
推
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

一
、
造
林
地
は
な
る
べ
く
市
有

林
、
部
落
有
林
及
国
有
林

の
部
分
林

二
、
記
念
造
林
に
用
い
る
苗
木

に
お
き
た
経
済
危
機
か
ら
た

ち
あ
が
ろ
う
と
す
る
と
き
に

借
受
け
る
資
金

⑥
負
債
整
理
資
金
と
い
っ
て
自

作
地
、
小
作
地
の
購
入
に
よ

る
借
金
、
共
同
相
続
人
の
農

地
を
取
得
し
た
た
め
の
借
金

病
気
、
災
害
な
ど
の
原
因
に

よ
り
借
金
を
し
努
力
し
て
も

自
力
で
は
返
済
出
来
な
い
農

家
が
そ
の
借
金
を
整
理
し
よ

う
と
す
る
と
き
に
借
受
け
る

資
金

一
、
と
ん
な
条
件
で
ど
の
位
の

額
が
貸
付
け
ら
れ
る
か

①
一
艘
家
当
り
最
高
二
十
万
円

利
息
は
年
五
分
、
据
撹
期
間

は
三
年
以
内
で
償
還
期
間
は

皇
太
子
御
成
婚
彬
奉
脱
し
て

は
系
統
の
明
か
な
も
の
を

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

三
、
学
絞
造
林
に
つ
い
て
は
補

助
金
を
一
般
よ
り
二
割
程

度
多
く
交
付
さ
れ
ま
す
。

四
、
地
ご
し
ら
え
、
樹
樫
の
選

定
植
付
、
将
来
の
保
育
な

ど
に
つ
い
て
は
林
業
指
導

員
か
祠
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。

五
、
事
業
の
実
施
に
当
つ
で
は

な
る
手
へ
く
多
く
の
青
少
年

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
Ｏ

市
及
教
育
委
員
会
、
小
、
中
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
関
係
方
面
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
し
て
、

心
か
ら
お
祝
い
い
た
し
ま
し
ょ

う
。
栖
樹
を
打
っ
た
場
合
は
全

国
の
統
計
を
と
り
ま
す
の
で
市

役
所
産
業
課
ま
で
御
連
絡
下
さ

い
。

二
十
年
以
内
で
す
Ｏ

②
宅
地
、
山
林
な
ど
の
購
入
、

土
地
改
良
、
住
宅
の
修
理
建

築
費
な
ど
は
貸
付
け
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
借
受
者
に
は
ど
ん
な
資
格

が
い
る
か

①
経
管
規
模
が
八
反
歩
か
、
そ

れ
以
下
で
あ
り
、
専
業
農
家

か
ま
た
は
兼
業
收
入
が
農
業

收
入
よ
り
少
な
い
も
の

②
農
業
に
糖
進
す
る
見
込
が
あ

り
こ
の
融
資
を
受
け
る
よ
り

他
に
資
金
の
調
達
方
法
が
な

い
も
の

◎
借
受
希
望
者
は
農
業
委
員
会

ま
で
お
申
込
下
さ
い
。I、

選
挙
當
日
の
市
役
所

の
事
務
に
つ
い
て

県
知
事
及
び
、
県
議
会
議
員

の
同
時
選
挙
の
投
票
日
で
あ
る

「
四
月
二
十
三
日
」
の
市
役
所

事
務
は
市
役
所
転
員
の
殆
ん
ど

が
投
票
事
務
に
従
事
す
る
た
め

納
税
事
務
と
、
市
民
課
の
事
務

の
一
部
を
除
い
た
事
務
は
体
ま

せ
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
予
め
》
こ
了
承
願
い
ま
す
。

ブ
ラ
シ
ル
産
業
組
合

車
掲
移
民
募
集
中
／

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
海
外
協
会

で
募
集
中
で
あ
り
ま
す
。

右
希
望
の
方
は
市
役
所
藤
業
課

へ
申
込
み
ま
し
ょ
う
評
細
に
つ

い
て
は
産
業
課
へ
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選
挙
を
目
の
前
に
控
え
て
わ

た
く
し
た
ち
有
権
者
は
、
一
体

ど
の
よ
う
な
心
構
え
を
も
っ
て

臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
こ
で
深
く
考
え
て

承
ま
Ｌ
よ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
わ
た
く
し

た
ち
国
民
の
生
活
の
基
盤
と
な

る
も
の
は
政
治
で
す
。
こ
の
政

治
の
よ
い
わ
る
い
は
、
す
ぐ
に

わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
に
響
い

て
、
幸
不
幸
を
左
右
す
る
力
を

｜

政
治
と
生
活

こ
と
し
は
選
挙
の
当
り
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
月
二
十
三
日
の
県
知
事
お
よ
び
県
議
会
議
員
選
挙
を
皮
切
り
に
六
月
に
は
参
議
員
議
員
の
通

常
選
挙
が
行
な
わ
れ
十
一
月
に
は
市
民
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
正
に
選
挙
の
年
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

よ
く
聞
き
、
老
え
、
投
票
を
‐

明
日
か
ら
の
生
活
に
ひ
び
く
こ
の

も
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
一
口
に
政
治
が
悪
い
と
か

無
力
で
あ
る
と
か
巷
に
よ
く
聞

か
れ
ま
す
が
、
一
体
こ
の
責
任

は
誰
れ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

政
治
に
た
づ
さ
わ
る
者
に
あ
る

の
か
あ
る
い
は
何
か
ほ
か
の
と

こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
の
か
、
お

考
え
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

選
挙
と

一
有
權
者
の
責
任
一

静
か
に
筋
道
を
た
ど
っ
て
考

え
て
柔
ま
す
と
、
こ
の
責
任
の

ま
す
と
、
こ
の
責
任
の

；
大
半
は
、
わ
た
く
し
た

ち
国
民
の
ひ
と
り
び
と

り
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
な
ぜ
か
と
言
い

ま
す
と
政
治
を
行
う
人

た
ち
を
逓
ん
だ
者
は
実

に
わ
た
く
し
た
ち
有
権

者
な
の
で
す
か
ら
、
責

任
は
当
然
自
分
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
政
治
が
悪

い
か
ら
と
い
っ
て
、
政

治
家
ば
か
り
に
そ
の
責

漁
●

、任
を
お
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は

自
分
よ
が
り
の
こ
と
と
な
り
ま

；』
○

度
．
一
二
準
よ

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
政

治
を
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
と
言
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
選

挙
の
と
き
、
正
し
い
そ
し
て
良

い
人
を
選
ぶ
以
外
に
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
Ｏ

さ
き
ご
ろ
「
話
し
あ
い
」
や

市
報
で
市
民
の
み
な
さ
ま
に
公

明
選
挙
の
麺
ゞ
を
徹
底
す
る
た

選
挙
の
心
構
一

｝
琶
司
ｌ
‐
こ
れ
鋤
ら
の
人
が
当
逃
し
て
政

治
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と

○
わ
た
し
も
初
め
て
の
選
挙
よ
、
わ
た
く
し
た
ち

候
補
者
を
よ
く
し
ら
べ
て
立
派
な
の
生
活
が
、
苦

し
い
不
幸
な
暗

に
す
る
か
、
反

◎
フ
テ
テ
ジ
‐
に
．
７

一

壼
一
不

写

に
す
る
か
、
反

め
の
呼
び
か
け
に
も
あ
り
ま
し

た
と
お
り
選
挙
の
と
き
義
理
や

情
実
に
か
ら
れ
た
り
、
口
先
だ

け
の
う
ま
い
こ
と
や
、
で
き
も

し
な
い
公
約
に
釣
ら
れ
た
り
金

や
物
を
も
ら
っ
た
り
、
ご
馳
走

を
受
け
た
り
、
自
分
だ
け
の
利

益
と
な
る
よ
う
な
約
束
な
ど
で

だ
ま
さ
れ
た
り
、
あ
り
も
し
な

い
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
た
り
し
て

心
に
も
な
い
悪
い
人
に
投
票
い

た
し
ま
す
と
、
そ
の
と
き
は
、

得
を
し
た
よ
う
に
思
え
て
も
、

こ
れ
鰯
ら
の
人
が
当
逃
し
て
政

対
に
暗
い
不
幸
な
忠
の
に
す
る

か
の
大
切
な
選
挙
で
す
。
わ
た

く
し
た
ち
め
い
め
い
が
、
ほ
ん

と
う
に
自
分
の
生
活
を
良
く
し

た
い
と
お
考
え
で
し
た
ら
、
投

票
の
と
き
だ
け
で
な
く
、
現
在

只
今
か
ら
こ
の
選
挙
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
、
真
剣
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

わ
た
く
し
た
ち
が
こ
れ
か
ら

の
選
挙
で
ぜ
ひ
と
喝
耀
喰
よ
け

一
よ
い
候
補
者
と
は
一

れ
ぱ
な
ら
な
い
人
は
、
地
○
君

域
全
体
の
発
展
の
た
め
、

己
れ
を
空
し
う
し
て
、
骨
て
ｖ

身
惜
し
ま
ず
仇
い
て
く
れ

る
正
し
い
信
念
と
実
行
力

の
あ
る
人
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

高
萩
市
の
た
め
、
ひ
い
て

は
自
分
の
た
め
に
も
、
間

逢
っ
て
も
、
悪
い
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
人
を
、
候
補

者
と
し
て
推
砺
し
た
り
、

投
票
し
た
り
し
な
い
よ
う

ま
た
買
收
や
き
よ
り
応
な

ど
の
誘
惑
は
、
敢
然
と
し

て
は
ね
の
け
る
だ
け
の
勇
気
を

も
っ
て
、
選
挙
に
の
ぞ
み
ま
し

し
入
員
Ｊ
○

地
○
君

一
Ｆ

４
蛆
ｌ

１
４
Ｆ
‐
Ｉ

、ト

ｑｐ

、
Ｆ
Ｉ
Ｈ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
５
Ｄ
■
！
Ⅱ
Ｉ
画

一
み
ん
な
投
票

一
ま
た
戦
争
と
い
う
大
き
な
代

償
を
も
っ
て
、
同
胞
の
血
で
あ

が
な
っ
た
新
憲
法
に
よ
り
、
主

権
が
国
民
の
も
の
と
な
り
、
そ

の
主
権
の
行
使
と
も
な
る
選
挙

で
、
尊
い
一
票
を
む
ざ
む
ざ
棄

権
す
る
な
ど
は
、
民
主
国
家
の

一
員
と
し
て
ま
こ
と
に
恥
か
し

い
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
投

票
し
、
国
民
と
し
て
の
義
務
を

果
す
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う

『
選
挙
灌
の
注
意

有
糀
者
の
匙
な
さ
ん
に
選
挙
権

を
行
使
す
る
た
め
の
ご
注
意
を

申
上
げ
茨
ず
。

ま
づ
、
あ
な
た
が
選
挙
人
名

接
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
名
接
は
、
み
な
さ
ん
の
申

の
良
心
ば
棄
権
を
い
ぞ
か

詰
は
基
い
て
、
昨
年
作
ら
れ
た

基
本
選
挙
人
名
法
と
、
昨
年
十

二
月
の
市
長
選
挙
の
際
に
作
ら

れ
た
補
充
遠
挙
人
名
絵
で
す
。

た
と
え
市
内
に
何
十
年
住
ん
で

い
た
と
し
て
も
名
法
に
の
り
ま

せ
ん
と
、
選
挙
権
の
行
使
が
出

来
ま
せ
ん
。

も
し
名
法
に
登
録
も
れ
の
方
は

四
月
十
一
日
か
ら

四
月
十
三
日
ま
で

右
の
期
間
内
に
補
充
選
挙
人
名

接
登
録
申
請
書
を
選
挙
管
理
委

員
会
（
總
務
課
内
）
に
提
出
し

て
下
さ
い
。

投
栗
は
、
原
則
と
し
て
投
票
当

日
投
票
へ
い
っ
て
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
例
外
と
し
て
入

院
中
と
か
旅
行
（
但
し
物
見
遊

山
等
は
除
か
れ
ま
す
）
中
な
ど

で
の
止
む
を
得
な
い
蝿
由
に
よ

っ
て
当
日
投
票
へ
行
け
な
い
人

盈
の
為
に
投
票
Ｈ
前
で
哨
投
醜

が
で
き
る
不
在
投
架
と
い
う
制

度
が
あ
り
童
す
、
手
続
は
選
挙

管
碑
委
員
会
へ
問
合
せ
下
さ
い

ロ

ロ

■可

４
卜

■写

一
Ｉ
坏
峰
惟
略
檸
檬
」 つ

学
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－

－

北 秋

山

投

票

区

鴫
毛
唾
澤
秋
山
中
、
竹
一
秋
山
小
学
校

》
地
方
自
治
は
、
民
主
々
義
の
母
胎
で
あ
り
、
民
主
政
治
発
展
の
基
盤
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
》

》
が
、
そ
の
地
方
自
治
の
成
否
の
鍵
も
ま
た
選
挙
に
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
、
選
挙
が
正
し
く
行
》

》
わ
れ
て
こ
そ
、
頁
に
民
意
に
そ
っ
た
政
治
が
行
わ
れ
、
住
民
の
福
祉
が
増
進
さ
れ
る
も
の
と
信
睡

》
じ
ま
す
。

》
そ
の
大
切
な
四
年
間
の
地
方
自
治
を
託
す
べ
き
わ
た
く
し
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
た
め
の
選
唖

《
挙
が
四
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

恥
わ
た
く
し
た
ち
は
そ
の
意
義
を
深
く
認
識
し
て
不
正
を
排
し
情
実
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
郵

型
厳
粛
な
気
持
で
だ
れ
も
が
一
票
を
行
使
す
る
よ
う
に
い
た
し
茨
し
よ
う
。

ｌ
１
１
Ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
４
１
ｌ
、
１
１
４
１
く
ｊ
１
１
１
１
ｒ
、
ｔ
ｌ
ｊ
、
ｉ
、
．
‐
、
！
、
：
ｉ
ｆ
Ｔ
ｔ
Ｊ
ｔ
ｊ
Ｉ
１
ｒ
１
ｋ
Ｊ
１
１
ｔ
ｊ
Ｉ
１
〃
、
Ｉ
１
ｆ
１

１
１
グ
ー
ｒ
１
ｒ
１
Ｉ
１
１
Ｉ
４
ノ
、
ｒ
１
ｌ
Ｊ
ｒ
１
．
，
３
４
、
ｆ
ｌ
Ｉ
１
ｆ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
、
－
１
Ｊ
‐
１
１
１

ｌ
ｌ
ｔ
ｊ
…
ｉ
ｆ
１
Ｉ
３
ｊ
、
ｒ
、
ｒ
１
‐

縦
覧
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
、
縦
覧
及
び
異
議
申
立
期
間

補
充
選
挙
人
名
簿

記
四
月
十
六
日
か
ら

の
調
整
は
一
、
調
整
現
在
期
日
四
月
十
八
日
ま
で

補
充
選
挙
人
名
絵
の
調
整
は
昭
和
三
十
四
年
四
月
十
日
一
、
縦
覧
の
場
所

左
記
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
一
、
申
請
期
間
市
役
所

か
ら
有
叔
者
で
あ
っ
て
名
接
に
四
月
十
一
日
か
ら
四
月
十
一
、
異
讓
決
定
期
限

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
期
三
日
ま
で
四
月
十
九
日

間
内
に
申
請
さ
れ
る
と
と
も
に
一
、
調
薬
期
限
一
、
確
定
期
日

請

確

調
整
後
の
補
充
選
挙
人
名
法
の
四
月
十
五
日

高
萩
オ
ニ
投
票
旦
銅

高
萩
才
三
投
票
区
両

安
良
川
投
票
区
一
屋

島
名
投
票

投
票
区

高
萩
才
一
投
票

方
投
票
ぽ

茨
城
県
知
事
及
び

茨
城
県
議
会
議
員

投

口
菫

区票
区

票
灰

票
区

奉
区

刀てず 投
票
日
は
４
月
閉
日
（
木
曜
日
）
で
す
。

区

小

重Ｉ
｜
投
票

仲
町
、
南

元
町
、
栄

鉄
道
官
舎

駒
木
原匿

駅
東
地
区畷

一
沸
唯
癖
雨

万
代
町

北
方
、

炭
砿
Ｌ

和
野
、 方、

秋
山
上
、
高
萩

砿
北
方
発
電
所
、
下

野
、
開
拓 下

、
秋
山
下

島
名
東
町
、

一
円

川
（
駅
東
地

）
大
字
石
滝

砂
町

旭
町
一
電
極
銅
誕
鐸
誰
癖
権
》
》
罐

の
同
時
選
畢

山
手
公
民
館

島
名
公
民
館

④
１
１
二
Ｆ
迅
・
も
ナ
全
く
α

…
玄
艮
川
公
民
館

’ 投
票
の
場
所

萩
市
役
所

（
二
階
議
員
控
室
）

』

表

１
１

一
一
、
四
九
一

一
、
一
一

一
一
、
一

一
一
、
一

一
、
六
九
四
一
〃

一
、
八
六
八
〃

言

七

有
叔
者
救
投
票
時
間

二二一

ｺ二六
|－

四
月
二
十
日

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

グ〃 〃〃

’
’

者
か
い
な
い
」
と
い
う
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
が
、
政
党
本
位
で

投
票
す
る
人
に
し
て
も
、
人

物
本
位
で
投
票
す
る
人
に
し
て

も
そ
の
政
党
の
政
策
、
ま
た
は

そ
の
候
捕
者
の
政
見
に
つ
い
て

一
か
ら
十
ま
で
賛
成
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
が
し
か
し
茨
城
県

の
現
在
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な

政
策
は
と
る
べ
き
で
な
い
と
か

こ
の
政
策
だ
け
は
ぜ
ひ
実
行
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
判
断
は

選
挙
人
に
あ
っ
て
し
か
る
鵠
へ
き

で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
ら
、
や
は

一
人
位
と
い
う
心

現
在
の
選
挙
法
の
制
度
が
施

か
れ
て
か
ら
選
挙
の
回
数
が
多

く
な
っ
た
為
に
選
挙
に
対
し
免

疫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
か
有

叔
者
の
中
に
は
、
棄
奴
す
る
人

心
相
当
数
あ
り
主
す
。
「
お
れ

一
人
位
投
票
し
な
く
て
も
」
と

か
「
投
票
し
よ
う
と
思
う
候
補

者
が
い
な
い
」
と
い
う
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
が
、
政
党
本
位
で

心
叉
百
戸
￥
リ
ア
ヨ
．
ｋ
、
こ
一
こ
１
６
、
ｉ
、

◎
止
め
ま
し
ょ
う

高

戸

投

票

区

献
露
願
戸
一
円

赤
浜
投
票
区
一
詠
吟
称
森
一
円
（

望
海
投
票
区
一
大
字
望
海
一
円

若

栗

投

票

灰

．

麸
露
峠
癖
一
円

横
川
投
票
区
天
字
横
川
一
円

下
君
田
投
票
区
天
字
下
君
田
一
円

上
君
田
投
票
区
天
字
上
君
田
一
呵

大
能
投
票
区
一
銃
マ
ネ
恥
（
牧
場

中
戸
川
投
票
灰
天
字
中
戸
川
一
円

計
（
二
一
投
票
区
）
’

昌字|字除字i河字
下
君
田
一
円

一
円
（一円（円

’下
手
綱
投
票
区

上
手
綱
才
一
投
票
区
一
軒
代
筆
籟
金
華
塊
上
和
一
高
萩
炭
砿千
代
田
事

上
手
綱
オ
ニ
投
票
区
一
耐
恥
浄
癖
畷
耐
↓
燕
蘂
北
組
公
民
館

、
馬
場
す
ど
れ

、
堀
の
内
二
本

内

福
平
投
票
灰
一
大
字
福
平
一
円

上
手
綱
才
三
投
票
区
一
石へ宿内大

石 工間

、
関
口
、
菅
ノ

町
、
小
和
田
、

粕
内
、
杉
岡
、

大
字
下
手
綱
一

河
原
を
除
く
）

高
戸
一
円

原赤
浜
一
円
（
上

く
）

望
海
一
円

苫
栗
一
円

牧
場

横
川
‐
一
円

上

罫需岬一
上鐘
願

成

宿一願成
円

一

下

手

綱

公

民

館

〃

’
一
、
○
○
三
一

一
一
局
戸
公
民
館
〃

｜
円

一

五

九

六

寺

〃

’
二
八
六
一

一
円
一
ク
ラ
ブ
一
一
九
八
一
〃

一
元
高
訴
市
咋
所
支
所
一
一
三
五
一
拝
郵
叱
諦
封
壷

一
円

扇
川
小
学
校

四
○
一
三
〃

当
円

下
君
田
小
学
校
一
三
一
八

〃

当
呵
一
上
苔
田
小
学
校
一
四
四
四
〃

（
牧
場
を
除
一
球
誰
訟
禮
蝿
学
佼
）
一
一
九
五
一
〃

川
一
円
一
部
一
か
刺
睡
眠
蝿
学
校
）
’
二
六
二
一
〃

一
一
一
〈
一
一
一

〃〃

前
回
の
県
知
事
及
び
県
議
会

議
員
の
同
時
理
蕊
に
お
け
る
投

票
率
を
調
べ
て
ゑ
る
坐
貢
本
市

の
投
票
率
は
県
平
均
の
七
九
、

八
％
を
下
交
わ
る
五
五
、
三
％

に
過
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
極
々

の
事
情
も
あ
っ
て
投
票
率
の
笥

い
地
域
は
必
ず
し
も
そ
の
地
域

の
文
化
の
レ
ベ
ル
も
高
い
あ
る

い
は
政
治
に
対
す
る
関
心
が
高

い
と
ば
か
り
は
い
い
得
な
‐
小
難
が

あ
ま
り
投
票
率
の
低
い
こ
と
は

そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
他
方
の
え

化
の
程
度
や
政
治
に
対
す
る
関

心
の
程
度
を
お
し
計
ら
れ
て
も

い
た
し
か
た
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
点
か
ら
明
今
回
の
選
挙

か
ら
は
、
自
分
一
人
ぐ
ら
い
と

い
う
考
え
を
止
め
て
み
ん
な
投

票
い
た
し
重
し
よ
う
。

◎
立
合
演
読
會

候
捕
者
が
意
見
や
政
策
を
選

挙
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

ま
た
選
挙
人
が
知
る
機
会
と
し

吻
葉
収
は
さ
け
て
、
次
善
の
候

補
者
え
投
票
す
べ
き
で
し
ょ
う

沢
関
口
公
民
館

杉阯
一
下
手
綱
公
民
館

椎
名
広
雄
宅

務
所

七

本
市
に
お
い
て
ば
県
馴
蝋
候

補
者
の
立
会
鏡
説
会
を
生
記
に

よ
う
て
行
い
室
・
す
か
ら
ぜ
ひ
近

所
さ
そ
い
合
っ
て
候
補
者
の
活

し
を
聞
き
、
候
補
菅
を
知
る
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
日
時

四
月
十
八
日
午
後
時

一
説
場
所

商
萩
中
学
校

◎
投
票
の
噴
序

投
票
の
順
序
は
県
蔵
会
蕊
員

の
投
票
を
さ
き
に
し
、
県
知
事

の
投
票
を
後
に
し
ま
す
。

◎
投
票
用
紙
の
色
分
妙

県
議
会
繁
昌
の
｛
投
票
用
紙
は

赤
色
に
、
県
知
事
の
投
票
用
紙

は
黒
色
に
印
刷
し
て
あ
り
主
す

か
ら
間
違
わ
な
い
よ
う
投
票
し

ま
し
よ
ア
リ
。

用
紙
達
と
り
逹
え
て
投
蝶
す
る

と
無
効
投
票
と
な
り
ま
す
。

て
す
で
に
ご
存
知
の
公
営
に
卜

る
立
会
演
説
会
が
あ
り
ま
す
。

七
九
四
一

１
１

二 五七
八五 四四
八九 （） 五

1l』l
睾々＆とニエ

後訶慶前

'〃 〃辮朧
まか主か

でらさら
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